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は
じ
め
に

　

奈
良
県
桜
井
市
に
鎮
座
す
る
大
神
神
社
の
北
側
、
三
輪
山
か
ら
流
れ
出

る
狭
井
川
付
近
に
摂
社
で
あ
る
狭
井
神
社
は
鎮
座
す
る
。『
延
喜
式
』
に

は
城
上
郡
三
十
五
座
の
中
に
「
狭
井
坐
大
神
荒
魂
神
社
五
座
」
と
あ
り
、

大
神
神
（
＝
大
物
主
神
）
の
荒
魂
を
祭
る
神
社
と
あ
る
。
七
世
紀
末
か
ら

八
世
紀
初
頭
頃
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
神
祇
令
に
は
三
月
に
大
神
神
社
と

狭
井
神
社
を
対
象
と
し
た
鎮
花
祭
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
二
社
は
国

家
か
ら
の
崇
敬
が
厚
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

古
代
の
狭
井
神
社
に
つ
い
て

─
大
神
氏
と
の
関
係
性
を
中
心
に
─

鈴
木
顕
房

　

古
代
の
狭
井
神
社
に
つ
い
て
は
本
社
で
あ
る
大
神
神
社
に
付
随
し
て
語

ら
れ
る
こ
と
が
多
い（
１
）。
そ
の
中
で
、
狭
井
神
社
は
お
も
に
鎮
花
祭
と
の
関

係
性
か
ら
考
察
が
行
わ
れ
て
き
た
。
西
田
長
男
氏
は
、
鎮
花
祭
に
お
い
て

本
社
で
あ
る
大
神
神
社
よ
り
も
摂
社
の
狭
井
神
社
に
捧
げ
ら
れ
る
祭
料
の

方
が
数
量
的
に
多
い
こ
と
に
着
目
し
、
古
代
の
人
々
は
神
の
和
魂
と
し
て

の
側
面
よ
り
も
荒
魂
と
し
て
の
側
面
の
方
に
一
層
の
畏
敬
・
畏
怖
の
念
を

抱
い
て
い
た
と
す
る（
２
）。
青
木
紀
元
氏
は
、
鎮
花
祭
は
三
輪
の
地
で
三
輪
の

氏
族
（
大
神
氏
）
が
三
輪
の
神
（
本
社
の
大
神
神
社
の
御
祭
神
）
を
祭
る

大
神
祭
と
異
な
り
、
国
家
的
立
場
に
よ
る
祭
祀
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す

る（
３
）。
狭
井
神
社
に
つ
い
て
は
元
来
は
井
の
神
で
あ
り
、
地
域
的
・
氏
族
的
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背
景
が
薄
い
と
い
っ
た
推
定
か
ら
、「
鎮
花
祭
と
い
う
公
的
な
祭
を
行
な

う
に
は
、
三
輪
の
本
社
よ
り
も
、
狭
井
神
社
の
方
が
適
合
し
て
い
る
」
と

す
る（
４
）。

　

二
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
狭
井
神
社
を
考
え
る
上
で
は
鎮
花
祭
は
重

視
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
も
、
大
神
神
関
連
の
神
祇
令
祭
祀
に

は
三
枝
祭
が
上
げ
ら
れ
る
。『
令
義
解
』巻
第
二
神
祇
令
第
六（
５
）と『
令
集
解
』

巻
第
七
神
祇
令
第
六
「
令
釈（
６
）」

か
ら
そ
の
概
要
を
述
べ
る
と
、
率
川
神
社

で
行
わ
れ
る
祭
祀
で
あ
り
、
酒
樽
を
三
枝
花
で
飾
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が

つ
い
た
と
あ
る
。

　

宮
地
治
邦
氏
は
、『
延
喜
式
』
巻
第
一
四
時
祭
上
に
見
ら
れ
る
三
枝
祭

の
幣
帛
が
鎮
花
祭
の
も
の
と
共
通
す
る
こ
と
か
ら
三
枝
祭
も
鎮
花
祭
と
同

様
に
疫
病
鎮
圧
を
目
的
と
し
た
祭
祀
で
あ
っ
た
と
す
る（
７
）。

こ
う
し
た
鎮
花

祭
と
三
枝
祭
の
祭
祀
構
造
に
着
目
し
た
の
が
藤
森
馨
氏
で
あ
る
。
藤
森
氏

は
、
鎮
花
祭
と
三
枝
祭
と
い
う
の
は
国
家
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
祭
祀
で
あ

り
、
そ
の
祭
祀
構
造
上
の
特
徴
と
し
て
、「
国
家
が
奉
幣
使
な
ど
を
通
じ

て
直
接
奉
祭
す
る
こ
と
は
な
く
、
在
地
の
氏
族
（
神
主
・
祝
部
）
を
媒
介

と
し
て
間
接
的
に
奉
祭
す
る
点
に
あ
っ
た
」
と
す
る（
８
）。

　

さ
ら
に
、
大
神
神
社
と
狭
井
神
社
に
て
執
り
行
わ
れ
る
鎮
花
祭
の
祭
祀

執
行
者
は
「
令
釈
」
か
ら
祝
部
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
も
、
こ
う
し
た
形

式
は
平
城
京
遷
都
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
鎮
花
祭
は
大
神
氏

の
氏
上
が
祭
祀
執
行
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
す
る（
９
）。

　

こ
こ
ま
で
、
先
行
研
究
を
概
観
し
て
き
た
が
、
青
木
氏
は
古
代
の
狭
井

神
社
の
性
格
に
つ
い
て
元
来
は
井
の
神
で
あ
り
、
地
域
的
・
氏
族
的
背
景

が
薄
い
と
す
る
。
一
方
、
藤
森
氏
は
鎮
花
祭
が
国
家
側
に
よ
る
祭
祀
と
し

つ
つ
も
、
在
地
の
氏
族
（
神
主
・
祝
部
）
を
重
視
し
て
い
る
と
す
る
。
藤

森
氏
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
地
域
的
・
氏
族
的
背
景
が
薄
い
神
社
で
あ
っ

た
と
は
言
い
難
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
狭
井
神
社
の
性
格
を
曖
昧
に
し
て
い
る
要
因
と
し
て
、
お

も
に
鎮
花
祭
と
の
関
わ
り
の
中
で
し
か
触
れ
ら
れ
る
機
会
が
無
か
っ
た
こ

と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
狭
井
神
社
を
理
解
す
る
上
で
鎮
花
祭
と
の

関
係
性
は
重
要
で
あ
る
が
、
鎮
花
祭
と
同
様
の
性
格
を
有
す
る
と
さ
れ
る

三
枝
祭
に
つ
い
て
「
令
釈
」
を
見
る
と
、「
大
神
祭
供
。
此
云
二

麁
霊
和
霊

祭
一

。
古
記
无
レ

別
（
（1
（

」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
祭
祀
を
行
う
場
所
は
率
川
神

社
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
祭
祀
対
象
と
い
う
の
は
大
神
神
社
と
狭
井
神
社
の

御
祭
神
で
あ
る
大
神
神
の
和
魂
・
荒
魂
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
つ
ま

り
、
狭
井
神
社
の
性
格
を
考
え
る
上
で
は
鎮
花
祭
の
み
な
ら
ず
、
三
枝
祭

を
踏
ま
え
た
上
で
考
察
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
ま
ず
鎮
花
祭
と
三
枝
祭
の
祭
祀
形
態
を
確
認
し
た
上

で
、
古
代
の
狭
井
神
社
と
現
地
の
氏
族
で
あ
る
大
神
氏
と
の
関
係
性
に
つ

い
て
考
察
を
行
う
。
両
者
の
関
係
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
和
魂
を
祭
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る
と
さ
れ
る
大
神
神
社
と
は
異
な
る
狭
井
神
社
の
性
格
と
い
う
の
が
見
え

て
く
る
と
考
え
る
。

一
、
鎮
花
祭
と
三
枝
祭
か
ら
見
た
狭
井
神
社

　

そ
れ
で
は
、『
令
義
解（

（1
（

』「
令
釈（

（1
（

」
か
ら
鎮
花
祭
の
祭
祀
形
態
を
確
認
し

た
い
。謂

。大
神
狭
井
二
祭
也
。在
二

春
花
飛
散
之
時
一

。疫
神
分
散
而
行
レ

病
。

為
二

其
鎮
遏
一

。
必
有
二

此
祭
一

。
故
曰
二

鎮
花
一

。

釈
云
。
大
神
狭
井
二
処
祭
。
大
神
者
。
祝
部
請
二

受
神
祇
官
幣
帛
一

祭

之
。
狭
井
者
。
大
神
之
麁
御
霊
也
。
此
祭
者
。
花
散
之
時
。
神
共
散

而
行
レ

疫
已
。
為
レ

止
二

此
疫
一

祭
之
也
。
古
記
无
レ

別
。

　
『
令
義
解
』
に
は
、
春
の
花
が
散
る
時
に
疫
神
が
分
散
す
る
。
そ
れ
を

鎮
め
る
た
め
、こ
の
祭
り
を
行
う
と
あ
る
。そ
の
祭
祀
形
態
に
つ
い
て「
令

釈
」
を
見
る
と
、
祝
部
が
神
祇
官
の
幣
帛
を
受
け
取
っ
て
祭
る
と
さ
れ
て

お
り
、「
古
記
无
レ

別
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
記
述
は
天
平
十（
七
三
八
）

年
頃
ま
で
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
鎮
花
祭
の
祭
祀
執
行
者
と
さ
れ
る
祝
部
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

そ
も
そ
も
祝
部
と
は
ど
う
い
う
立
場
の
存
在
な
の
か
。
ま
ず
、
こ
の
点
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め
に
、『
令
義
解
』
巻
第
一
職
員
令
第
二（

（1
（

と
『
令

集
解
』
巻
第
二
職
員
令
第
二
ノ
一（

（1
（

を
確
認
し
た
い
。

謂
。
為
二

祭
主
一

賛
辞
者
也
。
其
祝
者
。
国
司
於
二

神
戸
中
一

簡
定
。
即

申
二

太
政
官
一

。
若
无
二

戸
人
一

者
。
通
取
二

庶
人
一

也
。

（
前
略
）
古
記
云
。
問
。
祝
部
何
人
。
答
。
取
二

神
戸
之
内
一

。
又
无
二

神
戸
一

所
者
。
在
二

祝
部
一
人
身
一

。
或
国
司
選
定
進
上
也
。
或
神
祇

官
遣
二

使
卜
定
一

也
。（
後
略
）

　
『
令
義
解
』
と
『
令
集
解
』
引
用
の
古
記
を
見
る
限
り
、
例
外
的
措
置

等
が
見
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
祝
部
と
は
神
社
の
神
戸
か
ら
選
ば
れ
た
神

職
と
考
え
ら
れ
る
。
塩
川
哲
朗
氏
は
祝
部
の
性
格
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く

言
及
し
て
お
り
、「
祝
部
は
国
家
機
構
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
る
在
地
神
職

で
あ
り
、
神
祇
官
に
よ
っ
て
管
掌
さ
れ
る
点
で
は
、
神
祇
官
の
地
方
末
端

官
人
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。

　

祝
部
と
そ
の
基
盤
で
あ
る
神
戸
を
考
え
る
際
に
は
現
地
の
奉
斎
氏
族
と

の
関
係
性
が
一
つ
重
視
さ
れ
る
。
藤
森
氏
は
『
類
聚
三
代
格
』
巻
第
一
神

社
公
文
事
か
ら
、
貞
観
七
（
八
六
五
）
年
以
前
の
祝
部
選
定
に
あ
た
っ
て

は
奉
斎
氏
族
の
中
か
ら
補
任
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
指
摘
す
る（

（1
（

。ま
た
、

大
関
邦
男
氏
は
、
祝
部
の
基
盤
で
あ
る
神
戸
に
つ
い
て
は
国
家
側
が
設
定

す
る
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
在
地
の
奉
斎
集
団
か
ら
編
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成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
す
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、
国
家
が
選
定
・

設
定
す
る
祝
部
・
神
戸
に
つ
い
て
も
、
現
地
の
奉
斎
氏
族
と
の
関
係
性
が

窺
え
る
。

　

大
神
神
を
祭
る
奉
斎
氏
族
と
し
て
は
大
神
氏
が
上
げ
ら
れ
る
。
橋
本
輝

彦
氏
は
、
大
神
氏
の
基
盤
に
つ
い
て
古
墳
時
代
中
期
よ
り
大
神
氏
の
前
身

集
団
が
三
輪
山
西
麓
に
集
落
を
構
え
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
す

る（
（1
（

。
さ
ら
に
、
現
在
大
神
神
社
の
摂
社
で
あ
る
大
直
禰
子
神
社
の
下
層
か

ら
、
七
世
紀
代
に
遡
る
堀
立
柱
建
物
群
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
大
神
氏
の
居
宅
と
推
定
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
大
神
氏
の
基
盤
と
い
う
の

は
古
墳
時
代
中
期
よ
り
三
輪
山
西
麓
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
大
神
神

社
と
狭
井
神
社
の
祝
部
・
神
戸
は
三
輪
山
西
麓
に
位
置
し
た
大
神
氏
の
基

盤
か
ら
選
定
・
編
成
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、『
令
義
解
』

「
令
釈
」
に
お
い
て
、
特
に
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
鎮
花
祭
で

は
大
神
氏
が
祝
部
と
し
て
、
祭
祀
に
関
与
し
て
い
た
と
も
想
定
さ
れ
る
。

　

国
家
が
祝
部
を
選
定
す
る
際
、
神
社
の
神
戸
が
一
つ
重
視
さ
れ
た
わ
け

だ
が
、
大
神
神
社
と
狭
井
神
社
の
神
戸
は
天
平
二
（
七
三
〇
）
年
度
の
『
大

倭
国
正
税
帳（

（2
（

』（
以
下
、『
正
税
帳
』）
と
『
新
抄
格
勅
符
抄
』
神
事
諸
家

封
戸
（
神
封
部
）「
大
同
元
年
牒（

（2
（

」（
以
下
、「
大
同
元
年
牒
」
と
す
る
）

か
ら
確
認
が
と
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
鎮
花
祭
の
祭
祀
執
行
者
と
さ
れ
る
祝

部
は
二
社
の
神
戸
か
ら
選
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

表
１　

大
神
神
社
と
狭
井
神
社
の
神
戸

神
社

『
正
税
帳
』

「
大
同
元
年
牒
」

①
大
神
大
物
主

神
社

大
神
神
戸
大
神
神　

百
六
十
戸
大
和
四
十
五
戸　

摂
津
二
十
五
戸　

遠

江
十
戸　

美
濃
五
十
戸　

長
門
三
十
戸

②
狭
井
坐
大
神

荒
魂
神
社

佐
為
神
戸
佐
為
神　

二
戸
大
和

　

　

こ
こ
で
気
に
な
る
の
が
二
社
の
神
戸
が
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
恐
ら
く
、
神
戸
か
ら
選
定
さ
れ
た
祝
部
に
つ
い
て
も
同
じ
く
区
別
さ

れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
鎮
花
祭
で
は
二
社
と

も
自
社
の
神
戸
か
ら
選
定
さ
れ
た
祝
部
の
み
に
よ
っ
て
祭
祀
が
執
り
行
わ

れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
鎮
花
祭
に
お
い
て
、
大
神
神
社

の
祝
部
は
大
神
神
社
の
祭
祀
の
み
に
関
与
し
、
狭
井
神
社
に
は
一
切
関
与

せ
ず
、
そ
の
逆
も
ま
た
然
り
と
い
う
祭
祀
形
態
が
と
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
。
こ
う
し
た
大
神
神
社
と
狭
井
神
社
の
神
戸
の
在
り
方
と
い
う
の
は
鎮

花
祭
の
祭
祀
形
態
を
考
え
る
以
外
に
も
、
大
神
氏
と
の
関
係
性
を
考
え
る

上
で
重
視
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
後
で
触
れ
た
い
。

　

こ
こ
ま
で
鎮
花
祭
の
祭
祀
形
態
を
確
認
し
て
き
た
が
、
率
川
神
社
に
て

行
わ
れ
る
三
枝
祭
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。『
令
義
解（

（2
（

』
と
「
令
釈（

（2
（

」
か

ら
そ
の
祭
祀
形
態
を
確
認
し
た
い
。
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謂
。
率
川
社
祭
也
。
以
二

三
枝
花
一

。
飾
二

酒
罇
一

祭
。
故
曰
二

三
枝
一

也
。

釈
云
。
伊
謝
川
社
祭
。
大
神
氏
宗
定
而
祭
。
不
レ

定
者
不
レ

祭
。
即
大

神
族
類
之
神
也
。
以
二

三
枝
花
一

。
厳
レ

罇
而
祭
。
大
神
祭
供
。
此
云
二

麁
霊
和
霊
祭
一

。
古
記
无
レ

別
。

　

祭
祀
の
性
格
な
ど
は
先
で
も
確
認
し
た
た
め
省
く
が
、
鎮
花
祭
と
異
な

る
点
と
し
て
、
大
神
氏
の
氏
宗
（
恐
ら
く
氏
上
の
こ
と
と
さ
れ
る
）
が
定

ま
ら
な
け
れ
ば
祭
祀
を
行
わ
な
い
と
し
て
お
り
、
大
神
氏
の
氏
上
の
関
与

を
重
視
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
鎮
花
祭
と
同
様
の
防
疫
祭
祀
で
あ
り
な
が
ら
、
三
枝
祭
に

お
い
て
大
神
氏
の
氏
上
を
重
視
し
た
背
景
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
藤
森

氏
は
、「
令
釈
」
に
見
え
る
三
枝
祭
の
祭
祀
形
態
は
平
城
京
遷
都
を
契
機

に
整
備
さ
れ
た
と
し
て
お
り
、『
続
日
本
紀
』
慶
雲
四
（
七
〇
七
）
年
九

月
丁
未
（
十
二
日
）
条
の
大
神
朝
臣
安
麻
呂
が
氏
上
に
任
命
さ
れ
た
記
事

と
い
う
の
も
、
大
神
氏
の
氏
上
を
重
視
す
る
三
枝
祭
の
整
備
に
あ
た
っ
て

行
わ
れ
た
と
推
測
す
る（

（2
（

。
平
城
京
遷
都
以
前
に
つ
い
て
は
、
鎮
花
祭
は
大

神
氏
の
氏
上
が
、
三
枝
祭
の
方
は
祝
部
が
祭
祀
を
執
り
行
っ
て
い
た
可
能

性
が
高
い
と
し
て
お
り
、「
平
城
京
遷
都
が
行
わ
れ
、
そ
の
域
内
に
率
川

社
が
取
り
込
ま
れ
る
過
程
で
、
三
枝
祭
は
大
神
氏
の
氏
宗
の
祭
祀
と
位
置

づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る（

（2
（

。
つ
ま

り
、
藤
森
氏
は
、
平
城
京
遷
都
以
前
と
以
後
で
鎮
花
祭
と
三
枝
祭
の
祭
祀

執
行
者
が
逆
転
し
た
と
推
定
す
る
。

　

こ
の
指
摘
は
重
視
す
べ
き
点
も
多
く
見
ら
れ
、
特
に
三
枝
祭
の
祭
祀
の

場
で
あ
る
率
川
神
社
と
平
城
京
の
関
連
性
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う（

（2
（

。
た

だ
し
、
筆
者
と
し
て
は
藤
森
氏
の
平
城
京
遷
都
以
前
と
以
後
で
鎮
花
祭
と

三
枝
祭
の
祭
祀
執
行
者
が
逆
転
し
た
と
す
る
点
に
は
、
ま
だ
検
証
の
余
地

が
残
る
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
や
や
異
な
る
観
点
か
ら

三
枝
祭
の
祭
祀
執
行
者
に
つ
い
て
少
し
ば
か
り
考
え
た
い
。

　

先
で
も
確
認
し
た
よ
う
に
、
鎮
花
祭
で
は
祝
部
が
祭
祀
執
行
者
と
し
て

規
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
祭
祀
に
大
神
氏
が
関
与
し
て
い
た
可
能
性
も
想
定

さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
鎮
花
祭
と
三
枝
祭
の
相
違
点
と
し
て
は
、
な
ぜ
後

者
の
方
に
大
神
氏
の
氏
上
を
重
視
す
る
よ
う
な
規
定
を
設
け
た
の
か
と
い

う
点
が
上
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
考
え
る
上
で
は
三
枝
祭
が
行
わ
れ
た
率
川

神
社
が
平
城
京
左
京
に
鎮
座
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
や
は
り
、
平
城
京

遷
都
が
行
わ
れ
た
八
世
紀
初
頭
頃
の
国
家
の
動
向
に
目
を
向
け
る
必
要
が

あ
る
。
特
に
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』（
以
下
、『
記
紀
』
と
す
る
）
の

編
纂
と
い
う
の
が
三
枝
祭
の
祭
祀
形
態
に
与
え
た
影
響
が
大
き
か
っ
た
と

考
え
る
。

　
『
記
紀
』
に
は
、
大
神
神
関
連
の
防
疫
祭
祀
を
考
え
る
上
で
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
三
輪
山
祭
祀
伝
承
が
記
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
大
神
氏
ら
の
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祖
と
さ
れ
る
オ
オ
タ
タ
ネ
コ
を
神
主
と
し
、
大
物
主
神
を
祭
る
こ
と（

（2
（

を
重

視
す
る
。
こ
れ
は
「
令
釈
」
の
「
大
神
氏
宗
定
而
祭
。
不
レ

定
者
不
レ

祭
」（

（2
（

と
密
接
な
関
連
性
が
見
ら
れ
る
。

　
『
記
紀
』
編
纂
の
過
程
と
し
て
、『
古
事
記
』
は
そ
の
序
文
で
和
銅
四

（
七
一
一
）
年
九
月
に
撰
録
が
開
始
さ
れ
、
和
銅
五
（
七
一
二
）
年
正
月

二
十
八
日
に
太
安
万
侶
が
奏
上
し
た
と
あ
る（

（3
（

。
一
方
、『
日
本
書
紀
』
は

そ
れ
よ
り
遅
れ
て
和
銅
七
（
七
一
四
）
年
二
月
戊
戌
（
十
日
）
に
撰
録
が

開
始
さ
れ（

（3
（

、
養
老
四
（
七
二
〇
）
年
五
月
癸
酉
（
二
十
一
日
）
に
舎
人
親

王
が
紀
三
十
巻
、系
図
一
巻
を
奏
上
し
た
と
あ
る（

（3
（

。八
世
紀
初
頭
頃
の『
記

紀
』
編
纂
と
奏
上
に
至
る
ま
で
の
流
れ
は
、
平
城
京
左
京
に
鎮
座
す
る
率

川
神
社
に
て
行
わ
れ
る
三
枝
祭
に
と
っ
て
は
無
視
で
き
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
令
釈
」
に
見
ら
れ
る
大
神
氏
の
氏
上
を
重
視

す
る
祭
祀
形
態
と
い
う
の
は
『
記
紀
』
の
三
輪
山
祭
祀
伝
承
と
の
整
合
性

を
保
つ
た
め
に
八
世
紀
初
頭
頃
に
整
備
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か（

（3
（

。

　

三
枝
祭
に
お
い
て
大
神
氏
の
氏
上
が
重
視
さ
れ
た
背
景
と
し
て
は
、
平

城
京
遷
都
以
前
の
鎮
花
祭
の
祭
祀
形
態
を
引
き
継
い
だ
と
い
う
よ
り
も
、

祭
祀
の
場
が
平
城
京
左
京
で
あ
り
、
そ
の
遷
都
時
期
で
あ
る
八
世
紀
初
頭

頃
の
国
家
の
動
向
（『
記
紀
』
編
纂
）
と
い
う
の
が
影
響
を
与
え
た
結
果

で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
三
枝
祭
の
成
立
時
期
と
い
う

の
も
大
宝
元
（
七
〇
一
）
年
以
前
に
ま
で
遡
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
後
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る（

（3
（

。

二
、
古
代
の
狭
井
神
社
と
大
神
氏

　

こ
こ
ま
で
、
鎮
花
祭
と
三
枝
祭
の
祭
祀
形
態
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ
て

き
た
。
二
祭
に
お
い
て
大
神
神
の
和
魂
・
荒
魂
を
祭
る
の
は
、
国
家
の
防

疫
祈
願
と
い
う
観
点
に
立
て
ば
大
変
重
視
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に

三
枝
祭
は
、
祭
祀
の
場
と
八
世
紀
初
頭
頃
の
『
記
紀
』
編
纂
と
の
関
連
性

か
ら
、
祭
祀
執
行
者
と
し
て
大
神
氏
の
氏
上
を
殊
更
重
視
す
る
規
定
が
設

け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
鎮
花
祭
と
比
較
し
て

三
枝
祭
の
祭
祀
執
行
者
と
い
う
の
は
、
国
家
側
の
理
念
と
い
う
の
が
よ
り

強
く
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

三
枝
祭
同
様
、
大
神
氏
の
氏
上
を
祭
祀
執
行
者
と
し
て
重
視
す
る
神
祇

令
祭
祀
に
相
嘗
祭
が
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
五
（
六
七
六
）
年

十
月
丁
酉
（
三
日
）
条
「
祭
二

幣-

帛
於
相
新
嘗
諸
神
祇（

（3
（

一

」
を
初
出
記
事

と
し
、対
象
神
社
は
畿
内
の
大
社
と
さ
れ
る
。相
嘗
祭
も
三
枝
祭
と
同
様
、

国
家
側
の
要
請
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
祭
祀
と
さ
れ
つ
つ
も
、
そ
の
祭
祀
形

態
は
各
神
社
の
奉
斎
氏
族
に
よ
っ
て
祭
ら
れ
る
こ
と
を
重
視
し
た
神
祇
令

祭
祀
と
さ
れ
る（

（3
（

。「
令
釈（

（3
（

」
に
は
各
対
象
神
社
と
奉
斎
氏
族
が
列
記
さ
れ

て
お
り
、
大
神
神
社
の
場
合
、
大
神
氏
の
氏
上
が
そ
の
祭
祀
執
行
者
と
し
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て
関
与
し
て
い
た
。

　

塩
川
氏
は
相
嘗
祭
の
幣
帛
で
あ
る
酒
料
稲
に
着
目
し
、
国
家
か
ら
直
接

酒
を
供
出
し
な
い
点
に
つ
い
て
、「
新
穀
か
ら
神
酒
を
醸
造
す
る
行
為
は

各
神
社
側
に
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
慣
例
が
あ
っ
た
た
め
」
と

す
る（

（3
（

。
こ
れ
は
『
延
喜
式
』
巻
第
一
神
祇
一
四
時
祭
上
に
見
え
る
三
枝
祭

の
幣
帛
に
も
、「
酒
料
稲
一
百
束
、
神税
」（

（3
（

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
神
氏
の

氏
上
を
重
視
し
た
三
枝
祭
に
も
、
こ
う
し
た
祭
祀
形
態
は
引
き
継
が
れ
た

の
だ
ろ
う
。

　

相
嘗
祭
の
対
象
社
と
し
て
は
大
神
神
社
の
み
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
、
狭

井
神
社
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
狭
井
神
社
の
社
格
が
小
社
で
あ
っ
た
か

ら
だ
と
考
え
ら
れ
る（

（4
（

。
神
祇
令
祭
祀
以
外
に
、
大
神
氏
と
大
神
神
と
の
関

係
性
を
重
視
す
る
祭
祀
と
し
て
平
安
時
代
前
期
頃
に
公
祭
と
さ
れ
る
大
神

祭（
（4
（

が
あ
る
。
大
神
祭
は
も
と
も
と
大
神
氏
に
よ
る
氏
神
祭
祀
で
あ
っ
た
も

の
を
国
家
の
祭
祀
と
し
て
取
り
込
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（4
（

。
そ
の

祭
祀
対
象
社
と
し
て
は
大
神
神
社
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
以
外
は

日
向
王
子
と
玉
列
王
子
と
さ
れ（

（4
（

る
。
こ
の
二
社
は
『
延
喜
式
』
巻
第
九
神

祇
九
神
名
上
に
て
、
大
和
国
城
上
郡
三
十
五
座
の
中
に
見
ら
れ
る
「
神
坐

日
向
神
社
大
、
月

次
新
嘗
」「
玉
列
神
社
」
と
考
え
ら
れ
る（

（4
（

。

　

こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
が
狭
井
神
社
が
祭
祀
対
象
社
に
加
え
ら
れ
て
い

な
い
点
で
あ
る
。
藤
森
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
国
家
側
か
ら
す
れ
ば
大

神
神
（
和
魂
・
荒
魂
）
は
防
疫
神
で
あ
り（

（4
（

、
そ
の
祭
祀
に
は
『
記
紀
』
の

三
輪
山
祭
祀
伝
承
の
よ
う
に
大
神
氏
が
関
与
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
国
家
側
の
理
念
を
忠
実
に
再
現
し
た
の
が
三
枝
祭
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
が
大
神
氏
族
内
で
の
氏
神
祭
祀
に
な

る
と
、
大
神
氏
が
氏
神
と
し
て
仰
い
で
い
た
の
は
大
神
神
社
で
あ
り
、
狭

井
神
社
は
そ
の
点
に
お
い
て
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
三
枝
祭
に
お
い
て
、
大
神
氏
の
氏
上
が
大
神
神
（
和
魂
・

荒
魂
）
の
祭
祀
に
関
与
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
点
は
ど
の
よ
う
に
考
え

れ
ば
よ
い
の
か
。
大
神
氏
に
と
っ
て
大
神
神
の
和
魂
は
氏
神
で
あ
る
か
ら

わ
か
る
も
の
の
、
本
来
、
荒
魂
は
関
係
性
の
希
薄
な
神
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
を
考
え
る
際
に
は
、
三
枝
祭
が
国
家
の
要
請
に
よ
り
開
始

さ
れ
た
祭
祀
で
あ
っ
た
と
い
う
点
が
一
つ
重
視
さ
れ
る
。
大
神
氏
の
よ
う

に
、
国
家
側
の
要
請
に
よ
り
氏
神
と
は
ま
た
別
の
神
を
祭
っ
て
い
た
と
さ

れ
る
氏
族
と
し
て
津
守
氏
が
上
げ
ら
れ
る
。
津
守
氏
は
氏
神
と
し
て
摂
津

国
住
吉
郡
の
大
海
神
社
を
奉
斎
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
国
家
側
の
要
請

に
よ
り
同
国
同
郡
の
住
吉
神
社
の
祭
祀
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ

れ
る（

（4
（

。
こ
れ
は
出
雲
国
造
と
杵
築
大
社
の
関
係
性
に
も
い
え
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。
出
雲
国
造
は
氏
神
と
し
て
出
雲
国
意
宇
郡
の
熊
野
神
社
を
奉
斎
し

て
い
た
が
、『
日
本
書
紀
』
神
代
下
第
九
段
（
一
書
第
二（

（4
（

）
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
国
家
か
ら
同
国
出
雲
郡
の
杵
築
大
社
の
祭
祀
を
執
り
行
う
よ
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う
に
任
命
さ
れ
た（

（4
（

。

　

古
代
に
お
い
て
は
、
国
家
側
の
要
請
に
よ
り
自
ら
の
氏
神
で
な
い
神
社

の
祭
祀
に
関
与
し
て
い
た
氏
族
の
存
在
が
見
ら
れ
、
大
神
氏
も
そ
う
し
た

氏
族
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
枝
祭
は
鎮
花
祭
と
比
較
し
て

も
、『
記
紀
』の
三
輪
山
祭
祀
伝
承
と
の
密
接
な
関
連
性
を
意
識
し
て
お
り
、

そ
の
祭
祀
形
態
も
国
家
側
の
理
念
が
よ
り
強
く
反
映
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
本
来
、
大
神
氏
に
と
っ
て
の
氏
神
は
大
神
神
の
和
魂
の
み
で
あ
っ
た

が
、
国
家
の
要
請
に
よ
り
三
枝
祭
で
は
荒
魂
へ
の
祭
祀
に
も
関
与
す
る
必

要
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

大
神
氏
と
大
神
神
社
・
狭
井
神
社
の
関
係
性
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た

が
、
そ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
二
社
の
神
戸
で
あ
る
。
先
で
も
確

認
し
た
よ
う
に
、
二
社
の
神
戸
は
『
正
税
帳
』
と
「
大
同
元
年
牒
」
か
ら
、

区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。
こ
の
よ
う
に
、
二
社
の
神
戸
が
区
別

さ
れ
た
背
景
と
い
う
の
も
、
大
神
氏
と
の
関
係
性
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

　

神
戸
に
つ
い
て
は
国
家
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、

そ
の
際
、
現
地
の
奉
斎
氏
族
の
基
盤
か
ら
編
成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
示

唆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
大
神
氏
は
自
身
の
氏
神
で
あ
る
大
神
神
社

の
た
め
に
、
自
身
の
基
盤
（
の
一
部
か
）
を
神
戸
と
す
る
こ
と
を
承
諾
し

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
大
神
氏
と
の
関
係
性
が
希
薄
な
狭
井
神

社
の
神
戸
に
つ
い
て
は
ま
た
別
の
基
盤
か
ら
編
成
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
国

家
が
新
た
に
設
置
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
は
狭
井
神
社
の
性
格
を
考
え
る
上
で
も
重
視
す
べ
き
点
で
あ
り
、
ま

た
別
の
観
点
か
ら
考
察
を
行
う
必
要
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
狭
井
神
社
と

同
様
に
神
の
荒
魂
を
祭
る
他
の
神
社
と
比
較
検
証
し
な
が
ら
考
察
し
た
い
。

三
、
古
代
に
お
け
る
神
の
荒
魂　

住
吉
神
社
と
広
田
神
社

　

古
代
に
お
い
て
、
神
の
荒
魂
を
祭
る
神
社
と
し
て
狭
井
神
社
以
外
に
は

住
吉
三
神
の
荒
魂
を
祭
る
長
門
国
の
住
吉
神
社
、
伊
勢
の
内
宮
・
外
宮
の

荒
魂
を
祭
る
荒
祭
宮
と
高
宮
、
摂
津
国
の
広
田
神
社
な
ど
が
あ
る
。
本
稿

で
は
、
長
門
国
の
住
吉
神
社
と
摂
津
国
の
広
田
神
社
を
取
り
上
げ
、
神
の

和
魂
・
荒
魂
に
つ
い
て
神
戸
と
奉
斎
氏
族
に
着
目
し
な
が
ら
考
察
を
行
う（

（4
（

。

　

ま
ず
、
長
門
国
の
住
吉
神
社
は
『
延
喜
式
』
巻
第
十
神
祇
十
神
名
下
に

長
門
国
豊
浦
郡
の
一
社
と
さ
れ
、「
住
吉
坐
荒
御
魂
神
社
三
座

（
（5
（

並
名
神
大
」
と

あ
る
。
豊
浦
郡
五
座
の
う
ち
三
座
の
神
が
鎮
座
し
て
お
り
、
唯
一
の
名
神

大
社
で
あ
っ
た
。
一
方
、
住
吉
三
神
の
和
魂（

（5
（

を
祭
る
と
さ
れ
る
摂
津
国
の

住
吉
神
社
に
つ
い
て
『
延
喜
式
』
巻
第
九
神
祇
九
神
名
上
に
は
、
摂
津
国

住
吉
郡
二
十
二
座
「
住
吉
坐
神
社
四
座
並
名
神
大
、
月

次
相
嘗
新
嘗
」（

（5
（

と
あ
り
、
神
祇
令

祭
祀
と
し
て
祈
年
祭
、
月
次
祭
、
新
嘗
祭
の
班
幣
に
預
か
り
、
相
嘗
祭
の
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対
象
社
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
社
は
住
吉
三
神
の
和
魂
・
荒
魂
を
祭
る
神
社
と
さ
れ

た
。
二
社
の
神
戸
に
つ
い
て
は
「
大
同
元
年
牒
」
を
も
と
に
確
認
し
た
い
。

そ
こ
に
は
、「
住
吉
神　

二
百
三
十
九
戸
摂
津
五
十
戸　

丹
波
一
戸　

播

磨
八
十
二
戸　

安
芸
二
十
戸　

長

門

六
十
六
戸
」（

（5
（

と
あ
り
、
摂
津
国
と
長
門
国
を
含
め
た
五
国
に
神
戸
を
有
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
神
戸
は
摂
津
国
の
住
吉
神
社
の
も
の
で

あ
っ
た
が
、
長
門
国
六
十
六
戸
の
神
戸
に
つ
い
て
、『
延
喜
式
』
巻
第
三

神
祇
三
臨
時
祭
条
に
は
長
門
国
の
神
戸
か
ら
収
穫
さ
れ
た
租
穀
は
、
そ
の

神
戸
の
徭
夫
が
摂
津
国
の
住
吉
神
社
ま
で
運
ぶ
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い

た
。
た
だ
し
、
豊
浦
郡
の
神
戸
の
徭
夫
は
御
蔭
社
に
あ
て
る
よ
う
に
と
あ

る（
（5
（

。

　

こ
こ
に
見
ら
れ
る
御
蔭
社
は
長
門
国
豊
浦
郡
五
座
の
中
を
確
認
し
て
も

見
当
た
ら
な
い
。こ
れ
に
つ
い
て『
日
本
三
代
実
録
』貞
観
十
七（
八
七
五
）

年
十
月
八
日
条
に
見
ら
れ
る
「
住
吉
荒
御
影
神
」
と
の
関
係
性
か
ら
、
こ

の
御
蔭
社
を
長
門
国
の
住
吉
神
社
に
比
定
す
る
指
摘
が
あ
る（

（5
（

。
と
す
る
な

ら
ば
、「
大
同
元
年
牒
」
に
見
ら
れ
る
住
吉
神
の
神
戸
は
基
本
的
に
摂
津

国
の
住
吉
神
社
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
長
門
国
六
十
六
戸
の
う
ち
、

と
り
わ
け
豊
浦
郡
の
神
戸
は
長
門
国
の
住
吉
神
社
の
た
め
に
機
能
し
て
い

た
可
能
性
が
高
い
。
細
か
な
視
点
で
見
る
と
、
長
門
国
の
住
吉
神
社
の
神

戸
（
の
一
部
か
）
と
い
う
の
は
摂
津
国
の
住
吉
神
社
と
は
区
別
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
二
社
の
奉
斎
氏
族
を
確
認
し
た
い
。
住
吉
三
神
の
和
魂
を
祭
る

摂
津
国
の
住
吉
神
社
は
相
嘗
祭
の
対
象
社
で
あ
り
、「
令
釈
」
か
ら
津
守

氏
が
祭
祀
執
行
者
と
し
て
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

（5
（

。
一
方
、
荒
魂

を
祭
る
長
門
国
の
住
吉
神
社
の
奉
斎
氏
族
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、『
日

本
書
紀
』
神
功
皇
后
摂
政
前
紀（

（5
（

が
上
げ
ら
れ
る
。

（
前
略
）
於
レ

是
。
従
レ

軍
神
表
筒
男
。
中
筒
男
。
底
筒
男
。
三
神
誨
二

皇
后
一

曰
。
我
荒
魂
令
レ

祭
二

於
穴
門
山
田
邑
一

也
。
時
穴
門
直
之
祖
践

立
。
津
守
連
之
祖
田
裳
見
宿
禰
。
啓
二

于
皇
后
一

曰
。
神
欲
レ

居
之
地

必
宜
レ

奉
レ

定
。
則
以
二

践
立
一

為
下

祭
二

荒
魂
一

之
主
上

。
仍
祠
立
二

於
穴

門
山
田
邑
一

。（
後
略
）

　

そ
こ
に
は
、
神
功
皇
后
が
住
吉
三
神
の
荒
魂
を
祭
る
よ
う
穴
門
直
の
祖

で
あ
る
践
立
に
命
じ
た
と
あ
り
、
長
門
国
の
住
吉
神
社
の
奉
斎
氏
族
の
存

在
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
気
に
な
る
の
が
和
魂
を
祭
る
摂
津

国
の
住
吉
神
社
の
奉
斎
氏
族
で
あ
る
津
守
氏
と
は
異
な
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
神
の
和
魂
・
荒
魂
で
奉
斎
氏
族
が
異
な
る
と
い
う
の

は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

　

古
代
の
神
祇
祭
祀
に
つ
い
て
は
神
が
鎮
座
し
た
地
域
の
人
々
や
そ
こ
に

居
住
す
る
氏
族
が
そ
の
祭
祀
に
関
与
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
国
家
側
は

そ
れ
に
間
接
的
に
し
か
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
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る（
（5
（

。
以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
住
吉
神
の
和
魂
・
荒
魂
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
と
、
住
吉
三
神
の
和
魂
が
鎮
座
し
た
「
大
津
渟
中
倉
之
長
峡
」
は
大

阪
湾
に
突
出
し
て
い
た
台
地
の
基
部
と
さ
れ
、
津
守
氏
は
そ
の
大
阪
湾
全

体
を
支
配
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（5
（

。
つ
ま
り
、
大
阪
湾
付
近
に
鎮

座
し
た
神
を
祭
る
氏
族
と
し
て
、
そ
の
地
を
支
配
し
て
い
た
津
守
氏
が
そ

の
立
場
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

住
吉
三
神
の
荒
魂
は
と
い
う
と
、穴
門
の
山
田
邑
に
鎮
座
し
た
と
あ
り
、

そ
の
祭
祀
を
行
う
よ
う
命
じ
ら
れ
た
の
が
そ
の
地
名
を
ウ
ジ
ナ
と
す
る
穴

門
直
の
祖
と
さ
れ
て
い
る
。
二
社
の
奉
斎
氏
族
は
神
の
鎮
座
し
た
地
と
関

わ
り
深
い
氏
族
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
、
神
の
御
魂
が
鎮
座
し

た
地
に
よ
っ
て
奉
斎
氏
族
も
異
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
天
照
大
神
の
荒
魂
を
祭
る
摂
津
国
の
広
田
神
社
は
ど
う
で

あ
っ
た
の
か
。『
延
喜
式
』
巻
第
九
神
祇
九
神
名
上
に
は
摂
津
国
武
庫
郡

四
座
の
中
に
、「
広
田
神
社
名
神
大
、
月

次
相
嘗
新
嘗
」（

（6
（

と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
広
田
神

社
は
祈
年
祭
、
月
次
祭
、
新
嘗
祭
の
班
幣
に
預
か
っ
て
お
り
、
相
嘗
祭
の

対
象
社
に
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。「
大
同
元
年
牒
」
に
は
、「
広
田
神　

四
十
一
戸（

（6
（

」
と
あ
り
、
神
戸
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
広
田
神
社
同
様
、

天
照
大
神
を
祭
る
伊
勢
神
宮
の
神
戸
に
つ
い
て
は
、「
伊
勢
大
神 

一
千
百
三
十
戸
大
和
百
一
戸 

伊
賀
二
十
戸 

伊
勢
九
百
四
十
四
戸 

志
摩

六
十
五
戸 

尾
張
四
十
戸 

参
河
二
十
戸 

遠
江
四
十
戸

」（
（6
（

と
あ
り
、

広
田
神
社
と
は
別
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
二
社
の
神
戸
は
区
別
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

広
田
神
社
は
相
嘗
祭
の
対
象
社
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
地
の
奉
斎
氏

族
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
る
。
し
か
し
、「
令
釈
」
に
は
そ
の
記
載
が
見
え

な
い
。
一
方
、『
延
喜
式
』
巻
第
二
神
祇
二
四
時
祭
下
の
相
嘗
祭
神

七
十
一
座（

（6
（

に
は
広
田
神
社
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
八
世
紀
前
半
頃
に
は
相

嘗
祭
の
対
象
社
で
は
無
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
広
田
神
社
の
奉
斎
氏
族
を
明

確
に
知
る
こ
と
は
難
し
い
が
、『
日
本
書
紀
』
神
功
皇
后
摂
政
元
年
二
月

条（
（6
（

に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

（
前
略
）
更
還
二

務
古
水
門
一

而
卜
之
。
於
レ

是
天
照
大
神
誨
之
曰
。
我

之
荒
魂
不
レ

可
レ

近
二

皇
居
一

。
当
レ

居
二

御
心
広
田
国
一

。
即
以
二

山
背
根

子
之
女
葉
山
媛
一

令
レ

祭
。（
後
略
）

　

広
田
神
社
の
創
祀
に
関
わ
る
記
事
で
あ
り
、
天
照
大
神
の
荒
魂
は
山
背

根
子
の
娘
で
あ
る
葉
山
媛
に
祭
ら
せ
た
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
相
嘗
祭
に

お
け
る
祭
祀
執
行
者
と
し
て
は
葉
山
媛
の
系
譜
に
関
わ
る
氏
族
で
あ
っ
た

と
も
想
定
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
気
に
な
る
の
が
広
田
神
社
の
奉
斎
氏
族
が
伊
勢
の
内
宮
に
坐
す

天
照
大
神
の
祭
祀
奉
仕
者
と
は
異
な
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る（

（6
（

。
こ

れ
を
考
え
る
上
で
は
、
先
で
も
確
認
し
て
き
た
摂
津
国
の
住
吉
神
社
（
和

魂
）
と
長
門
国
の
住
吉
神
社
（
荒
魂
）
の
奉
斎
氏
族
が
異
な
る
こ
と
が
重

視
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
二
社
は
鎮
座
し
た
地
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
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そ
の
鎮
座
地
の
氏
族
に
よ
っ
て
祭
祀
が
執
り
行
わ
れ
た
。『
日
本
書
紀
』

に
お
い
て
、
天
照
大
神
の
荒
魂
の
祭
祀
執
行
者
と
し
て
、
伊
勢
の
内
宮
の

そ
れ
と
は
全
く
異
な
る
葉
山
媛
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
広
田
神
社
に

お
い
て
も
そ
の
鎮
座
地
と
関
わ
り
深
い
氏
族
が
採
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う（

（6
（

。

　

こ
こ
ま
で
、
神
の
荒
魂
を
祭
る
長
門
国
の
住
吉
神
社
と
摂
津
国
の
広
田

神
社
を
取
り
上
げ
て
確
認
を
行
っ
て
き
た
。
二
社
は
、
和
魂
を
祭
る
神
社

と
は
そ
の
奉
斎
氏
族
が
異
な
る
こ
と
が
窺
え
、
そ
れ
は
、
和
魂
・
荒
魂
の

鎮
座
し
た
地
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
た
。そ
し
て
、

奉
斎
氏
族
が
異
な
る
の
と
関
連
す
る
よ
う
に
、
神
戸
に
つ
い
て
も
区
別
さ

れ
て
い
た
点
は
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

　

神
の
和
魂
・
荒
魂
の
奉
斎
氏
族
が
異
な
る
こ
と
、
そ
れ
と
関
連
す
る
よ

う
に
神
戸
が
区
別
さ
れ
る
と
い
っ
た
点
は
狭
井
神
社
と
大
神
氏
の
関
係
性

を
考
え
る
上
で
も
重
視
さ
れ
る
。
先
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
狭
井
神
社
は

大
神
神
社
と
神
戸
が
区
別
さ
れ
、
大
神
氏
と
の
関
係
性
も
大
神
神
社
と
比

較
す
る
と
、
希
薄
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
狭
井
神
社
は
三
輪
山

西
麓
に
基
盤
を
置
い
て
い
た
と
さ
れ
る
大
神
氏
と
は
、
大
神
神
社
ほ
ど
密

接
な
関
係
性
を
結
ぶ
に
は
至
ら
ず
、
国
家
か
ら
設
定
さ
れ
た
神
戸
も
大
神

氏
の
基
盤
か
ら
編
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

一
方
、
気
に
な
る
点
と
し
て
、
長
門
国
の
住
吉
神
社
と
摂
津
国
の
広
田

神
社
の
二
社
は
、
和
魂
を
祭
る
神
社
と
は
そ
の
奉
斎
氏
族
が
異
な
る
理
由

と
し
て
、
鎮
座
地
が
異
な
る
点
が
上
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
神

神
社
と
狭
井
神
社
は
三
輪
山
西
麓
に
位
置
し
て
お
り
、
鎮
座
地
が
異
な
る

と
は
言
い
難
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
最
後
に
、
三
輪
山
西
麓
の
二
社
の

鎮
座
地
に
つ
い
て
、考
古
学
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
考
察
を
行
う
。

四
、三
輪
山
祭
祀
関
連
遺
跡
と
神
社
鎮
座
地

　

現
在
、
大
神
神
社
と
狭
井
神
社
が
鎮
座
す
る
付
近
に
は
三
輪
山
を
源
流

と
す
る
小
河
川
が
流
れ
て
お
り
、
二
社
の
背
景
を
考
え
る
上
で
重
視
さ
れ

る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
二
つ
の
小
河
川
付
近
に
は
古
墳
時
代
の
三
輪
山

祭
祀
関
連
遺
跡
が
立
地
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
大
神
神
社

の
南
側
を
流
れ
る
小
河
川
付
近
に
は
禁
足
地
が
位
置
す
る
。
禁
足
地
と
そ

の
前
面
に
建
て
ら
れ
て
い
る
拝
殿
か
ら
は
、
四
世
紀
代
か
ら
七
世
紀
代
に

か
け
て
の
土
師
器
と
須
恵
器
、
子
持
勾
玉
や
石
製
模
造
品
の
臼
玉
が
出
土

し
て
い
る（

（6
（

。

　

狭
井
神
社
が
鎮
座
す
る
狭
井
川
周
辺
に
位
置
す
る
祭
祀
関
連
遺
跡
で
は

山
ノ
神
遺
跡
や
奥
垣
内
遺
跡
が
巨
岩
と
関
連
す
る
も
の
と
し
て
知
ら
れ

る
。
山
ノ
神
遺
跡
か
ら
は
、
小
型
素
文
銅
鏡
、
碧
玉
製
勾
玉
、
水
晶
製
勾

玉
、
鉄
片
、
石
製
模
造
品
、
土
製
模
造
品
、
土
師
器
や
須
恵
器
片
等
が
出

土
し
て
い
る
。
奥
垣
内
遺
跡
か
ら
も
石
製
模
造
品
や
土
製
模
造
品
は
出
土
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す
る
も
の
の
、
陶
質
土
器
や
多
量
の
須
恵
器
が
特
筆
さ
れ
る
。
二
つ
と
も

四
世
紀
後
半
や
末
頃
ま
で
遡
る
遺
物
が
見
ら
れ
る
が
、
五
世
紀
代
か
ら
六

世
紀
代
の
時
期
を
一
つ
主
体
と
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（6
（

。

　

こ
の
二
つ
の
小
河
川
付
近
に
位
置
す
る
祭
祀
関
連
遺
跡
は
時
期
の
重
な

る
部
分
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
河
川
付
近
で
継
続
し
て
祭

祀
的
行
為
が
執
り
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
古
墳
時

代
の
三
輪
山
祭
祀
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
祭
祀
の
場
の
区
別
が
な
さ
れ

て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
う
ち
、
禁
足
地
に
つ
い
て
は
大
神
神
社
の

成
立
を
考
え
る
上
で
重
視
さ
れ
る
。
拙
稿
で
は
古
墳
時
代
よ
り
禁
足
地
に

て
行
わ
れ
て
い
た
祭
祀
を
背
景
と
し
て
、
七
世
紀
中
頃
以
降
に
、
古
代
大

神
神
社
の
「
神
宮
」
が
禁
足
地
に
建
て
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
し

た（
（7
（

。
つ
ま
り
、
禁
足
地
は
古
代
大
神
神
社
の
鎮
座
地
で
あ
っ
た
と
も
想
定

さ
れ
る
。
一
方
、
狭
井
神
社
は
狭
井
川
周
辺
に
位
置
し
た
祭
祀
関
連
遺
跡

と
の
関
係
性
が
重
視
さ
れ
る
。
古
墳
時
代
以
来
、
三
輪
山
祭
祀
の
場
の
一

つ
に
狭
井
川
周
辺
が
あ
っ
た
こ
と
を
背
景
に
、
そ
こ
は
狭
井
神
社
の
鎮
座

地
に
選
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か（

（7
（

。

　

こ
う
し
た
古
墳
時
代
の
三
輪
山
祭
祀
の
場
の
区
別
と
い
う
の
は
大
神
氏

と
の
関
係
性
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
も
重
視
さ
れ
る
。
笹
生
衛
氏
は
、
六

世
紀
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
三
輪
山
祭
祀
の
場
が
禁
足
地
へ
固
定
化
す
る

こ
と
と
、
大
直
禰
子
神
社
下
層
よ
り
検
出
さ
れ
た
大
神
氏
の
居
宅
と
さ
れ

る
遺
構
の
建
設
・
整
備
の
時
期
と
の
動
き
に
関
連
性
を
見
出
し
、
こ
の
時

期
に
大
神
氏
が
三
輪
山
祭
祀
に
深
く
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
定
す

る（
（7
（

。
古
代
大
神
神
社
の
鎮
座
地
と
想
定
さ
れ
る
禁
足
地
で
の
祭
祀
に
、
大

神
氏
が
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
指
摘
は
重
視
さ
れ
る
。

　

大
神
氏
と
三
輪
山
の
神
の
密
接
な
関
係
性
を
示
す
も
の
に
『
古
事
記
』

中
巻
崇
神
天
皇
段（

（7
（

が
上
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
夜
に
な
る
と
活
玉
依
毗

売
の
も
と
に
訪
ね
て
く
る
男
が
お
り
、
共
に
過
ご
す
う
ち
に
活
玉
依
毗
売

が
妊
娠
す
る
。
そ
の
男
の
正
体
を
知
る
た
め
に
、
男
の
衣
襴
に
通
し
た
針

の
麻
糸
を
辿
っ
て
行
く
と
、
三
輪
山
の
神
社
に
着
い
た
。
そ
の
た
め
、
男

の
正
体
が
三
輪
山
の
神
で
あ
る
と
知
り
、麻
糸
が
三
勾
残
っ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
地
を
「
美
和
」
と
し
た
と
あ
る
。
大
神
氏
の
系
譜
と
三
輪
山
の
神
の

密
接
な
関
係
性
を
知
る
と
と
も
に
、
神
が
鎮
座
し
た
三
輪
山
麓
の
地
名
起

源
説
話
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
以
外
に
も
、『
古
事
記
』
中
巻
神
武
天
皇
段（

（7
（

に
は
狭
井
神
社
が
鎮

座
し
た
狭
井
川
周
辺
に
関
わ
る
記
事
が
見
ら
れ
る
。
大
物
主
神
の
娘
と
さ

れ
、
後
に
太
后
と
な
る
伊
湏
気
余
理
比
売
命
の
家
が
「
狭
井
河
之
上
」
に

あ
る
と
し
、神
武
天
皇
は
そ
の
家
ま
で
行
き
、一
夜
を
共
に
し
た
と
あ
る
。

狭
井
川
周
辺
が
天
皇
と
太
后
の
関
係
性
を
示
す
重
要
な
場
面
に
登
場
す
る

こ
と
か
ら
、
国
家
と
し
て
重
視
す
べ
き
地
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
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『
古
事
記
』
の
三
輪
山
関
連
記
事
を
確
認
し
て
き
た
が
、
崇
神
天
皇
段

で
は
、
大
神
氏
の
系
譜
と
三
輪
山
の
神
と
の
密
接
な
関
係
性
が
示
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
は
六
世
紀
か
ら
七
世
紀
の
禁
足
地
で
の
祭
祀
を
一
つ
の
画
期

と
し
な
が
ら
、
大
神
神
社
（
氏
神
）
─
大
神
氏
（
奉
斎
氏
族
）
と
い
う
関

係
性
が
次
第
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
一
方
、

神
武
天
皇
段
の
記
事
は
大
神
氏
と
三
輪
山
の
神
の
関
係
性
に
全
く
触
れ
な

い
。
こ
こ
か
ら
、
三
輪
山
麓
と
い
え
ど
、
狭
井
川
周
辺
と
い
う
の
は
大
神

氏
と
の
関
係
性
が
希
薄
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
六
世
紀
か
ら
七
世
紀

に
か
け
て
、
大
神
氏
は
禁
足
地
に
お
け
る
祭
祀
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
狭
井
川
周
辺
で
の
祭
祀
は
禁
足
地
の
も
の
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
大
神
氏
と
密
接
な
関
係
性
を
築
く
に
至
ら
な
か
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　

古
墳
時
代
の
三
輪
山
祭
祀
関
連
遺
跡
は
現
在
の
大
神
神
社
の
南
側
を
流

れ
る
小
河
川
周
辺
に
位
置
し
た
禁
足
地
と
、
狭
井
川
周
辺
に
位
置
し
た
山

ノ
神
遺
跡
・
奥
垣
内
遺
跡
と
い
っ
た
よ
う
に
、
大
き
く
二
系
統
の
祭
祀
の

場
が
存
在
し
た
。
こ
う
し
た
古
墳
時
代
に
お
け
る
祭
祀
の
場
の
区
別
と

い
っ
た
歴
史
的
背
景
を
う
け
て
、
大
神
神
社
と
狭
井
神
社
は
成
立
し
た
可

能
性
が
高
い
。
二
社
は
三
輪
山
西
麓
の
近
接
し
た
位
置
に
鎮
座
す
る
が
、

そ
の
鎮
座
地
は
三
輪
山
西
麓
の
中
で
も
細
別
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。
先
で
確
認
し
て
き
た
住
吉
三
神
と
天
照
大
神
の
和
魂
・
荒
魂
の

奉
斎
氏
族
が
異
な
る
理
由
と
し
て
、
神
の
御
魂
の
鎮
座
地
が
異
な
る
こ
と

を
指
摘
し
た
が
、
大
神
神
社
と
狭
井
神
社
に
つ
い
て
も
以
上
の
こ
と
が
当

て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
、古
代
の
狭
井
神
社
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。ま
ず
、

大
神
神
関
連
の
神
祇
令
祭
祀
で
あ
る
鎮
花
祭
と
三
枝
祭
、
そ
し
て
大
神
神

社
と
狭
井
神
社
の
神
戸
の
関
係
性
な
ど
の
確
認
を
行
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、

大
神
神
社
は
大
神
氏
と
密
接
な
関
係
性
（
氏
神
─
奉
斎
氏
族
）
を
有
し
て

い
た
が
、
狭
井
神
社
は
大
神
氏
と
の
関
係
性
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
が
窺
え

た
。
古
代
に
お
い
て
大
神
神
の
和
魂
・
荒
魂
と
観
念
づ
け
ら
れ
て
い
た
二

社
の
こ
う
し
た
違
い
を
考
え
る
た
め
に
も
、
住
吉
三
神
と
天
照
大
神
の
和

魂
・
荒
魂
の
関
係
性
と
の
比
較
を
試
み
た
。
す
る
と
、
こ
の
二
神
の
和
魂
・

荒
魂
も
そ
れ
ぞ
れ
奉
斎
氏
族
が
異
な
る
こ
と
が
窺
え
、
そ
れ
は
神
の
御
魂

の
鎮
座
地
が
異
な
る
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
神
神
社
と
狭
井
神
社
は
三
輪
山
西
麓
の
近
接
し
た
位
置
に
鎮
座
し
て

お
り
、鎮
座
地
が
異
な
る
と
は
言
い
難
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。し
か
し
、

細
か
な
視
点
で
見
る
と
、
二
社
の
鎮
座
地
は
三
輪
山
西
麓
の
中
で
も
区
別

さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
古
墳
時
代
の
三
輪
山
祭
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祀
関
連
遺
跡
が
現
在
の
大
神
神
社
の
南
側
を
流
れ
る
小
河
川
周
辺
に
位
置

し
た
禁
足
地
と
、
狭
井
川
周
辺
に
位
置
し
た
山
ノ
神
遺
跡
・
奥
垣
内
遺
跡

と
い
っ
た
よ
う
に
、
大
き
く
二
系
統
の
祭
祀
の
場
に
区
別
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
深
く
関
係
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

六
世
紀
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
、
大
神
氏
は
禁
足
地
の
祭
祀
と
結
び
つ

き
、
大
神
神
社
（
氏
神
）
─
大
神
氏
（
奉
斎
氏
族
）
と
い
う
関
係
性
が
次

第
に
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
一
方
、
狭
井
川
周
辺
は
禁
足
地
と
は
区
別

さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
神
氏
と
密
接
な
関
係
性
を
築
く
に
至
ら
ず
、

狭
井
神
社
が
成
立
し
て
か
ら
も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

註（１
）	

西
山
徳
「
律
令
時
代
の
大
神
神
社
」（『
増
補 

上
代
神
道
史
の
研
究
』、
国
書
刊
行

会
、
一
九
八
三
年
）
初
版
、
一
九
六
五
年
。
論
文
の
初
出
は
一
九
六
一
年
。
阿
部

武
彦
「
大
神
氏
と
三
輪
神
」（『
日
本
古
代
の
氏
族
と
祭
祀
』、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
四
年
）
初
出
、
一
九
七
五
年
。

（
２
）	

西
田
長
男
「
鎮
花
祭
一
斑
」（『
日
本
神
道
史
研
究
』
第
三
巻
古
代
編
下
、

一
九
七
八
年
）
初
出
論
文
は
上
中
下
の
三
部
構
成
で
あ
り
、
本
書
に
収
め
ら
れ
て

い
る
も
の
は
そ
れ
ら
を
一
つ
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
初
出
は

一
九
六
七
年
。
四
二
八
頁
を
参
照
。

（
３
）	

青
木
紀
元
「
鎮
花
祭
と
三
輪
の
説
話
」（
大
神
神
社
史
料
編
修
委
員
会
編
『
大
神

神
社
史
料
』
第
四
巻 

拾
遺
篇
、
大
神
神
社
史
料
編
修
委
員
会
、
一
九
七
四
年
）

初
出
、
一
九
六
六
年
。
八
二
一
頁
を
参
照
。

（
４
）	

青
木
氏
註
３
文
献
に
同
じ
。
八
二
二
頁
を
参
照
。

（
５
）	『
令
義
解
』（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
二
十
二
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）

七
十
七
頁
を
参
照
。

（
６
）	『
令
集
解
』
前
篇
（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
二
十
三
巻
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
六
年
）
一
九
六
頁
を
参
照
。「
令
釈
」
に
つ
い
て
は
荊
木
美
行
編
『
令
集

解
私
記
の
研
究
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
年
）
中
の
諸
論
文
。
宮
部
香
織
「
大

宝
令
注
釈
書
『
古
記
』
に
つ
い
て
─
研
究
史
の
整
理
と
問
題
点
」（『
國
學
院
大
學

日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
九
十
、二
〇
〇
二
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
７
）	

宮
地
治
邦
「
三
枝
祭
に
つ
い
て
」（
大
神
神
社
史
料
編
修
委
員
会
編
『
大
神
神
社

史
料
』
第
三
巻 

研
究
論
説
篇
、
大
神
神
社
史
料
編
修
委
員
会
、
一
九
七
一
年
）

初
出
、
一
九
四
九
年
。
三
六
四
頁
を
参
照
。

（
８
）	

藤
森
馨
「
鎮
花
祭
と
三
枝
祭
の
祭
祀
構
造
」（『
古
代
の
天
皇
祭
祀
と
神
宮
祭
祀
』、

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
）
初
出
、
二
〇
〇
八
年
。
二
三
四
頁
を
参
照

（
９
）	

藤
森
氏
註
８
文
献
に
同
じ
。
二
三
二
頁
を
参
照
。

（
10
）	『
令
集
解
』
註
６
史
料
に
同
じ
。

（
11
）	『
延
喜
式
』
巻
第
八
神
祇
八
「
出
雲
国
造
神
賀
詞
」
に
は
、「
己
命
和
魂
乎

八
咫
鏡
爾

取
託
天

、
倭
大
物
主
櫛
瓺
玉
命
登

名
乎

称
天

、
大
御
和
乃

神
奈
備
爾

坐
、」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
大
神
神
社
の
御
祭
神
が
大
神
神
の
和
魂
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え

て
、『
延
喜
式
』
巻
第
一
神
祇
一
四
時
祭
上
を
見
る
と
、
三
枝
祭
の
幣
帛
は
三
座

の
神
に
捧
げ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
ど
こ
か
の
段
階
で
祭
祀
対
象
の
神
が
一

座
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
延
喜
式
』
上
（『
訳
注 

日
本
史
料
』、
集
英
社
、

二
〇
〇
〇
年
）。
五
十
頁
と
五
〇
二
頁
を
参
照
。
以
降
、
傍
線
等
は
引
用
者
に
よ

る
も
の
と
し
、
旧
字
体
等
は
常
用
漢
字
等
に
直
し
引
用
し
た
。

（
12
）	『
令
義
解
』
註
５
史
料
に
同
じ
。
七
十
七
頁
を
参
照
。

（
13
）	『
令
集
解
』
註
６
史
料
に
同
じ
。

（
14
）	『
令
義
解
』
註
５
史
料
に
同
じ
。
二
十
九
頁
を
参
照
。

（
15
）	『
令
集
解
』
註
６
史
料
に
同
じ
。
二
十
九
頁
を
参
照
。
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（
16
）	

塩
川
哲
朗
「
古
代
祈
年
祭
の
祭
祀
構
造
」（『
古
代
の
祭
祀
構
造
と
伊
勢
神
宮
』、

吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
八
年
）初
出
、二
〇
一
七
年
。十
五
頁
か
ら
十
六
頁
を
参
照
。

（
17
）	

藤
森
氏
註
８
文
献
に
同
じ
。
二
二
八
頁
を
参
照
。

（
18
）	

大
関
邦
男
「
古
代
神
社
経
済
の
構
造
」（『
国
史
学
』
一
五
一
、一
九
九
三
年
）。

（
19
）	

橋
本
輝
彦「
近
年
の
調
査
成
果
か
ら
見
た
三
輪
山
祭
祀
・
三
輪
氏
に
つ
い
て
」（『
大

美
和
』
九
十
一
、一
九
九
六
年
）
三
十
八
頁
を
参
照
。

（
20
）	

奈
良
県
文
化
財
保
存
事
務
所
編
『
重
要
文
化
財
大
神
神
社
摂
社
大
直
禰
子
神
社
社

殿
修
理
工
事
報
告
書
』（
奈
良
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
九
年
）。
前
園
実
知
雄
「
大

神
寺
と
大
直
禰
子
神
社
─
神
仏
習
合
の
一
側
面
─
」（
橿
原
考
古
学
研
究
所
編
『
橿

原
考
古
学
研
究
所
論
集
』
第
十
二
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）。

（
21
）	『
大
倭
国
正
税
帳
』
天
平
二
年
度
（『
天
平
諸
国
正
税
帳
』、
現
代
思
潮
社
、

一
九
八
五
年
）
七
頁
か
ら
八
頁
、
十
頁
を
参
照
。

（
22
）	『
新
抄
格
勅
符
抄
』（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
二
十
七
巻
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
五
年
）
一
頁
か
ら
三
頁
を
参
照
。

（
23
）	『
令
義
解
』
註
５
史
料
に
同
じ
。

（
24
）	『
令
集
解
』
註
６
史
料
に
同
じ
。

（
25
）	

藤
森
氏
註
８
文
献
に
同
じ
。
二
三
〇
頁
か
ら
二
三
一
頁
を
参
照
。

（
26
）	

藤
森
氏
註
８
文
献
に
同
じ
。
二
三
二
頁
を
参
照
。

（
27
）	

和
田
萃
「
率
川
社
の
相
八
卦
読
み
─
日
本
古
代
の
陰
陽
師
─
」（『
日
本
古
代
の
儀

礼
と
祭
祀
・
信
仰
』
中
、
塙
書
房
、
一
九
九
五
年
）
初
出
、
一
九
八
九
年
。

（
28
）	『
古
事
記
』（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
七
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）

初
版
、一
九
三
六
年
。七
十
一
頁
か
ら
七
十
三
頁
を
参
照
。『
日
本
書
紀
』前
篇（『
新

訂
増
補
国
史
大
系
』〈
普
及
版
〉、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）
一
五
八
頁
か
ら

一
六
二
頁
を
参
照
。

（
29
）	『
令
集
解
』
註
６
史
料
に
同
じ
。

（
30
）	『
古
事
記
』
註
28
史
料
に
同
じ
。
一
頁
か
ら
四
頁
を
参
照
。

（
31
）	『
続
日
本
紀
』
一
（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
十
二
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
）

初
版
、
一
九
八
九
年
。
二
一
〇
頁
を
参
照
。

（
32
）	『
続
日
本
紀
』
二
（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
十
三
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）

初
版
、
一
九
九
〇
年
。
七
十
二
頁
を
参
照
。

（
33
）	

小
林
宣
彦
氏
は
、
律
令
国
家
祭
祀
で
あ
る
三
枝
祭
で
大
神
氏
が
果
た
す
役
割
が
大

き
い
理
由
と
し
て
、「
崇
神
紀
」
の
大
田
田
根
子
説
話
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る

と
し
、「
律
令
祭
祀
の
形
式
か
ら
外
れ
て
も
、
大
物
主
神
の
神
意
に
従
う
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、『
日
本
書
記
』
の
伝
承
に
沿
っ
た
祭
祀
が
最
優
先
に
行
わ
れ
る
の

は
自
然
な
こ
と
と
言
え
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
小
林
宣
彦
「
律
令
国
家
と

疫
神
祭
─
鎮
花
祭
と
三
枝
祭
に
見
る
古
代
国
家
の
防
疫
祭
祀
─
」（『
悠
久
』

一
六
四
、二
〇
二
二
年
）
四
十
五
頁
を
参
照
。

（
34
）	

三
枝
祭
は
「
令
釈
」
に
「
古
記
无
レ

別
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
宝
神
祇
令
に
規

定
は
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
大
宝
令
施
行
当
初
か
ら
規
定
さ
れ

て
い
た
か
は
検
討
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
大
宝
令

施
行
よ
り
遅
れ
て
新
た
に
規
定
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
鎮
花
祭
の
対
象

社
で
あ
る
大
神
神
社
と
狭
井
神
社
は
、
藤
原
京
の
北
東
に
あ
る
三
輪
山
西
麓
に
位

置
す
る
こ
と
か
ら
、
鎮
花
祭
は
藤
原
京
を
意
識
し
た
防
疫
祭
祀
で
あ
り
、
大
宝
令

施
行
当
初
（
あ
る
い
は
飛
鳥
浄
御
原
令
）
か
ら
規
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

	

　

し
か
し
、
平
城
京
へ
の
遷
都
が
本
格
化
す
る
に
つ
れ
て
平
城
京
を
意
識
し
た
防

疫
祭
祀
が
必
要
に
な
り
、
そ
こ
で
率
川
神
社
に
お
け
る
三
枝
祭
が
新
た
に
加
わ
る

の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
と
時
期
を
近
く
し
て
、『
記
紀
』
編
纂
に
つ
い
て
も
本
格

的
な
動
き
が
見
え
て
く
る
。『
記
紀
』
の
三
輪
山
祭
祀
伝
承
が
世
に
出
る
こ
と
と

合
わ
せ
て
平
城
京
左
京
で
執
り
行
わ
れ
る
三
枝
祭
の
祭
祀
執
行
者
も
オ
オ
タ
タ
ネ

コ
の
子
孫
と
さ
れ
る
大
神
氏
の
氏
上
と
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

	
　

以
上
は
あ
く
ま
で
仮
説
に
過
ぎ
な
い
が
、
遷
都
を
契
機
と
し
て
変
更
等
が
加
え

ら
れ
た
と
さ
れ
る
神
祇
令
祭
祀
に
相
嘗
祭
が
上
げ
ら
れ
る
。
相
嘗
祭
は
、「
令
釈
」

に
見
え
る
対
象
社
と
比
較
し
て
、『
延
喜
式
』
巻
第
二
四
時
祭
下
に
見
え
る
対
象

社
の
方
が
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
は
平
安
京
遷
都
の
影
響
が
大
き
い
も
の
と
指
摘
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さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
神
祇
令
祭
祀
と
遷
都
の
関
係
性
を
考
え
る

上
で
も
三
枝
祭
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
以
上
を
念
頭
に
考
察
し
直
す

必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
脊
古
真
哉
「
遷
都
の
神
祇
祭
祀
に
お
よ
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
」（『
歴
史
地
理
学
紀
要
』
三
十
二
、一
九
九
〇
年
）。
丸
山
裕
美
子
「
斎

院
相
嘗
祭
と
諸
社
相
嘗
祭
─
令
制
相
嘗
祭
の
構
造
と
展
開
」（『
愛
知
県
立
大
学
文

学
部
論
集 
日
本
文
化
学
科
編
』
四
十
八
、一
九
九
九
年
）。
八
十
三
頁
か
ら

八
十
六
頁
を
参
照
。

（
35
）	『
日
本
書
紀
』
後
篇
（『
新
訂
増
補 

国
史
大
系
』〈
普
及
版
〉、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
三
年
）
三
四
三
頁
を
参
照
。

（
36
）	

相
嘗
祭
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
し
た
。黒
崎
輝
人「
相
嘗
祭
班
幣
の
成
立
」（『
日

本
思
想
史
研
究
』
十
三
、一
九
八
一
年
）。
高
嶋
弘
志
「
神
祇
令
集
解
相
嘗
祭
条
の

検
討
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
二
二
四
、一
九
八
二
年
）。
田
中
卓
「
神
嘗
・
相
嘗
・

新
嘗
・
大
嘗
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
神
社
と
祭
祀 

田
中
卓
著
作
集
十
一
─
Ⅰ
』、

国
書
刊
行
会
、
一
九
九
四
年
）
初
出
、
一
九
八
九
年
。
丸
山
氏
註
34
文
献
に
同
じ
。

西
宮
秀
紀
「
律
令
制
神
祇
祭
祀
と
畿
内
・
大
和
国
の
神
（
社
）」（『
律
令
国
家
と

神
祇
祭
祀
制
度
の
研
究
』、
塙
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
二
稿
の
論
文
か
ら
成
る
も

の
で
、
初
出
は
そ
れ
ぞ
れ
一
九
九
二
年
、
一
九
九
七
年
で
あ
る
。
塩
川
哲
朗
「
相

嘗
祭
の
祭
祀
構
造
と
古
代
神
社
祭
祀
の
基
本
形
態
」（『
古
代
の
祭
祀
構
造
と
伊
勢

神
宮
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
。

（
37
）	『
令
集
解
』
註
６
史
料
に
同
じ
。
一
九
七
頁
を
参
照
。

（
38
）	

塩
川
氏
註
36
文
献
に
同
じ
。
一
二
七
頁
を
参
照
。

（
39
）	『
延
喜
式
』
註
11
史
料
に
同
じ
。
五
十
二
頁
を
参
照
。

（
40
）	『
延
喜
式
』
巻
第
九
神
祇
九
神
名
上
に
あ
る
狭
井
神
社
を
確
認
す
る
と
、「
名
神
大
」

「
大
」
が
無
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
た
め
、
小
社
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
延

喜
式
』
註
11
史
料
に
同
じ
。
五
二
六
頁
を
参
照

（
41
）	

岡
田
莊
司
「
平
安
前
期　

神
社
祭
祀
の
公
祭
化
・
下
─
九
世
紀
後
半
の
公
祭
に
つ

い
て
─
」（『
平
安
時
代
の
国
家
と
祭
祀
』、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
四
年
）

初
出
、
一
九
八
六
年
。
一
三
〇
頁
か
ら
一
三
二
頁
を
参
照
。

（
42
）	

阿
部
氏
註
１
文
献
に
同
じ
。
五
一
二
頁
を
参
照
。
田
中
卓
「
大
神
神
社
の
古
代
祭

祀
─
併
せ
て
伊
勢
神
宮
の
創
祀
に
及
ぶ
─
」（『
伊
勢
・
三
輪
・
賀
茂
・
出
雲
の
神
々
』

田
中
卓
著
作
集
続
一
、
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
一
年
）
二
十
六
頁
か
ら
二
十
七
頁

を
参
照
。

（
43
）	『
延
喜
式
』
中
（『
訳
注 

日
本
史
料
』、
集
英
社
、
二
〇
二
一
年
）
初
版
、

二
〇
〇
七
年
。
二
八
四
頁
を
参
照
。

（
44
）	『
延
喜
式
』
註
11
史
料
に
同
じ
。
五
二
六
頁
を
参
照
。

（
45
）	

藤
森
氏
註
８
文
献
に
同
じ
。
二
二
九
頁
を
参
照
。

（
46
）	

岡
田
精
司
「
古
代
の
難
波
と
住
吉
の
神
」（
林
陸
朗
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本

古
代
の
政
治
と
制
度
』、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
五
年
）。

（
47
）	『
日
本
書
紀
』
註
28
史
料
に
同
じ
。
七
十
二
頁
か
ら
七
十
三
頁
を
参
照
。

（
48
）	

塩
川
哲
朗
「
伊
勢
と
出
雲
の
祭
祀
構
造
」（
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
編
『
伊

勢
と
出
雲
』
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
論
集
第
三
十
三
集
、
島
根
県
教
育

委
員
会
、
二
〇
二
四
年
）
八
十
三
頁
か
ら
八
十
四
頁
を
参
照
。

（
49
）	

本
稿
で
は
、
神
戸
と
奉
斎
氏
族
と
の
観
点
か
ら
、
神
の
荒
魂
に
つ
い
て
考
察
を
行

う
。
伊
勢
に
つ
い
て
は
神
郡
と
い
う
他
社
と
は
異
な
る
特
殊
な
基
盤
を
有
し
て
お

り
、
伊
勢
神
郡
＝
伊
勢
国
神
戸
と
い
う
形
態
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
荒
祭

宮
と
高
宮
の
二
社
は
考
察
の
対
象
外
と
し
た
。田
中
卓「
伊
勢
神
郡
の
成
立
」（『
伊

勢
神
宮
の
創
祀
と
発
展
』
田
中
卓
著
作
集
四
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
）
初

出
は
一
九
五
四
年
。
後
に
、『
神
宮
の
創
祀
と
発
展
』
神
宮
教
養
叢
書
第
五
集
（
神

宮
司
庁
教
導
部
、
一
九
五
九
年
）
に
収
録
さ
れ
、
本
書
へ
再
収
録
さ
れ
た
。
川
畑

勝
久
「
伊
勢
神
宮
の
神
戸
の
成
立
」（『
古
代
祭
祀
の
伝
承
と
基
盤
』、
塙
書
房
、

二
〇
二
二
年
）。

（
50
）	『
延
喜
式
』
註
11
史
料
に
同
じ
。
六
九
六
頁
を
参
照
。

（
51
）	『
日
本
書
紀
』
神
功
皇
后
摂
政
前
紀
に
は
、「
亦
表
筒
男
。
中
筒
男
。
底
筒
男
。
三

神
誨
之
曰
。
吾
和
魂
宜
レ

居
二

大
津
渟
中
倉
之
長
峡
一

」
と
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
註
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28
史
料
に
同
じ
。
二
五
一
頁
を
参
照
。

（
52
）	『
延
喜
式
』
註
11
史
料
に
同
じ
。
五
四
二
頁
を
参
照
。

（
53
）	『
新
抄
格
勅
符
抄
』
註
22
史
料
に
同
じ
。
二
頁
を
参
照
。

（
54
）	『
延
喜
式
』
註
11
史
料
に
同
じ
。
一
七
八
頁
を
参
照
。

（
55
）	『
延
喜
式
』
註
11
史
料
の
頭
注
に
よ
る
。
六
九
六
頁
を
参
照
。

（
56
）	『
令
集
解
』
註
６
史
料
に
同
じ
。
一
九
七
頁
を
参
照
。
先
で
確
認
し
た
よ
う
に
、

津
守
氏
は
国
家
の
要
請
に
よ
り
住
吉
三
神
を
祭
る
こ
と
と
な
っ
た
。
津
守
氏
本
来

の
氏
神
は
大
海
神
社
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
57
）	『
日
本
書
紀
』
註
28
史
料
に
同
じ
。
二
四
九
頁
か
ら
二
五
〇
頁
を
参
照
。

（
58
）	

藤
森
氏
註
８
文
献
に
同
じ
。
岡
田
莊
司
「
古
代
～
の
法
制
度
と
神
道
文
化
─
天
皇

祭
祀
に
関
す
る
不
文
の
律
、
不
文
の
法
─
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊

四
十
六
、二
〇
一
三
年
）。
同
「
古
代
の
神
祇
祭
祀
体
系
─
『
日
本
書
紀
』「
神
代
紀
」

か
ら
「
天
武
紀
」
へ
─
」（『
古
代
天
皇
と
神
祇
の
祭
祀
体
系
』、
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
二
二
年
）
初
出
、
二
〇
二
〇
年
。
塩
川
哲
朗
「
古
代
祭
祀
の
基
本
構
造
」（『
古

代
の
祭
祀
構
造
と
伊
勢
神
宮
』、吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
八
年
）三
五
一
頁
を
参
照
。

（
59
）	

住
吉
大
社
編
『
住
吉
大
社 

学
生
社 

日
本
の
神
社
シ
リ
ー
ズ
』（
学
生
社
、

二
〇
一
九
年
）
改
定
版
の
初
版
、
二
〇
〇
二
年
。
九
十
頁
を
参
照
。
本
書
以
外
に

も
住
吉
神
社
鎮
座
地
と
津
守
氏
に
触
れ
た
研
究
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
上
げ
ら

れ
る
。
上
田
正
昭
「
海
神
の
原
像
」（『
住
吉
と
宗
像
の
神 

海
神
の
軌
跡
』、
筑
摩

書
房
、
一
九
八
八
年
）。
千
田
稔
「
住
吉
と
難
波
─
そ
の
古
代
地
理
─
」（
上
田
正

昭
編
『
住
吉
と
宗
像
の
神 

海
神
の
軌
跡
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
八
年
）。
田
中

卓
「
住
吉
大
社
の
鎮
座
」（『
住
吉
大
社
史
』
中
巻
、
住
吉
大
社
奉
賛
会
、

一
九
九
四
年
）。
同
「
住
吉
大
社
の
創
祀
」（『
古
代
の
住
吉
大
社 

続
・
田
中
卓
著

作
集
二
』、
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
二
年
）
初
出
、
一
九
九
七
年
。

（
60
）	『
延
喜
式
』
註
11
史
料
に
同
じ
。
五
四
六
頁
を
参
照
。

（
61
）	『
新
抄
格
勅
符
抄
』
註
22
史
料
に
同
じ
。
五
頁
を
参
照
。

（
62
）	『
新
抄
格
勅
符
抄
』
註
22
史
料
に
同
じ
。
一
頁
を
参
照
。
た
だ
し
、「
大
和
百
一
3

3

戸
」

の
「
百
」
に
つ
い
て
飯
田
瑞
穂
氏
は
、
神
戸
の
合
計
数
か
ら
も
誤
り
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。飯
田
瑞
穂「
新
訂

増
補

国
史
大
系
本『
新
抄
格
勅
符
抄
』の
校
訂
」（『
古

代
史
籍
の
研
究 

中 

新
抄
格
勅
符
抄 

秘
府
略 

類
聚
三
代
格
』
飯
田
瑞
穂
著
作
集

三
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
初
出
、
一
九
六
五
年
。
八
十
八
頁
か
ら

八
十
九
頁
を
参
照
。

（
63
）	『
延
喜
式
』
註
11
史
料
に
同
じ
。
一
〇
六
頁
と
一
〇
八
頁
を
参
照
。

（
64
）	『
日
本
書
紀
』
註
28
史
料
に
同
じ
。
二
五
一
頁
を
参
照
。

（
65
）	

伊
勢
神
宮
の
祭
祀
と
そ
の
奉
仕
者
に
つ
い
て
は
、
大
関
邦
男
「
古
代
伊
勢
神
宮
の

財
政
構
造
」（『
国
史
学
』
一
二
八
、一
九
八
六
年
）。
山
口
祐
樹
「
古
代
伊
勢
神
宮

祭
祀
と
大
神
宮
司
」（『
國
學
院
雑
誌
』
一
一
九
、二
〇
一
八
年
）。
塩
川
哲
朗
「
古

代
伊
勢
神
宮
祭
祀
の
基
本
構
造
」（『
古
代
の
祭
祀
構
造
と
伊
勢
神
宮
』、
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
66
）	『
新
撰
姓
氏
録
』
摂
津
国
神
別
に
は
、
山
直
の
祖
と
し
て
山
背
根
子
の
娘
で
あ
る

葉
山
媛
を
上
げ
て
い
る
。『
新
撰
姓
氏
録
』（『
新
撰
姓
氏
録
』
本
文
編
、
吉
川
弘

文
館
、
一
九
六
二
年
）
二
五
七
頁
を
参
照
。

（
67
）	

樋
口
清
之
「
三
輪
山
」（
大
場
磐
雄
編
『
神
道
考
古
学
講
座
』
第
五
巻
祭
祀
遺
跡

特
説
、
雄
山
閣
、
一
九
七
二
年
）。
笹
生
衛
ａ
「
大
神
神
社
と
三
輪
山
麓
の
祭
祀

遺
跡
」（
岡
田
莊
氏
・
小
林
宣
彦
『
日
本
神
道
史
』〈
増
補
新
版
〉、
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
二
一
年
）
初
版
、
二
〇
一
〇
年
。
同
ｂ
「
新
た
な
視
点
で
考
え
る
三
輪
山
の

古
代
祭
祀
」（『
大
美
和
』
一
四
五
、二
〇
二
三
年
）
な
ど
。

（
68
）	

拝
殿
周
辺
と
禁
足
地
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
、
以
下
を
参
照
し
た
。

	

奈
良
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
存
課
編
『
重
要
文
化
財
大
神
神
社
拝
殿
及
び
三
ツ

鳥
居
修
理
工
事
報
告
書
』（
奈
良
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
存
課
、一
九
六
〇
年
）。

岡
幸
二
郎
「
桜
井
市
三
輪 

大
神
神
社
禁
足
地
出
土
子
持
勾
玉
」（『
奈
良
県
文
化

財
調
査
報
告
書
』
第
六
集
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
、
一
九
六
三
年
）。
佐
々
木
幹

雄
「
三
輪
山
出
土
の
須
恵
器
」（『
古
代
』
六
十
六
、一
九
七
九
年
）。
同
「
三
輪
山

出
土
の
須
恵
器
─
土
器
観
察
表
─
」（『
古
代
』
六
十
九
・
七
十
、一
九
八
一
年
）。
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同
「
三
輪
山
祭
祀
の
歴
史
的
背
景
─
出
土
須
恵
器
を
中
心
と
し
て
─
」（
滝
口
宏

先
生
古
稀
記
念
考
古
学
論
集
編
集
委
員
会
編
『
古
代
探
叢
─
滝
口
宏
先
生
古
稀
記

念
考
古
学
論
集
─
』、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
〇
年
）。
奈
良
県
立
橿
原
考

古
学
研
究
所
編
『
大
神
神
社
境
内
地
発
掘
調
査
報
告
書
─
防
災
工
事
に
伴
う
調
査

─
』（
大
神
神
社
、
一
九
八
四
年
）。
大
平
茂
「
三
輪
山
麓
出
土
の
子
持
勾
玉
祭
祀

と
そ
の
歴
史
的
背
景
」（『
祭
祀
考
古
学
の
研
究
』、雄
山
閣
、二
〇
〇
八
年
）初
出
、

二
〇
〇
七
年
。
篠
原
祐
一
「
石
製
祭
具
か
ら
見
る
山
の
神
遺
跡
」（『
大
美
和
』

一
三
五
、二
〇
一
八
年
）。

（
69
）	

山
ノ
神
遺
跡
と
奥
垣
内
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
以
下
を
参
照
し
た
。

	

樋
口
清
之
「
奈
良
県
三
輪
町
山
ノ
神
遺
跡
研
究
」（『
考
古
学
雑
誌
』

二
十
、一
九
二
十
年
）。
樋
口
氏
註
67
文
献
に
同
じ
。
寺
沢
薫
「
三
輪
山
の
祭
祀
遺

跡
と
そ
の
マ
ツ
リ
」（
和
田
萃
編
『
大
神
と
石
上
神
体
山
と
禁
足
地
』、
筑
摩
書
房
、

一
九
八
七
年
）。
笹
生
衛
「
三
輪
山
麓
の
古
代
祭
祀
再
考
─
山
ノ
神
遺
跡
の
出
土
資

料
を
中
心
に
─
」（『
大
美
和
』一
一
九
、二
〇
一
〇
年
）。篠
原
氏
註
68
文
献
に
同
じ
。

（
70
）	

拙
稿
「
古
代
の
大
神
神
社
の
『
神
宮
』
に
関
す
る
一
考
察
─
そ
の
構
造
と
歴
史
的

背
景
に
つ
い
て
─
」（『
神
道
史
研
究
』
七
十
、二
〇
二
二
年
）。

（
71
）	

狭
井
神
社
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
明
確
に
し
難
い
が
、
神
の
「
荒
魂
」
の
観
点

か
ら
す
れ
ば
、『
出
雲
国
風
土
記
』
意
于
郡
条
の
記
事
が
重
視
さ
れ
る
。
そ
の
内

容
は
飛
鳥
浄
御
原
宮
の
天
皇
（
＝
天
武
天
皇
）
の
御
代
に
、
語
臣
で
あ
る
猪
麻
呂

の
娘
が
和
爾
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
怒
っ
た
猪
麻
呂
は
和
爾
に
復
讐

す
べ
く
天
神
・
地
神
と
出
雲
国
の
神
社
な
ど
に
訴
え
を
起
こ
す
。
そ
の
中
の
文
言

に
、「
荒
魂
者
皆
悉
依
二

給
猪
麻
呂
之
所
一
レ

乞
」
と
あ
り
、
天
武
天
皇
の
御
代
で
あ

る
七
世
紀
末
頃
に
は
、
神
の
「
荒
魂
」
と
い
う
概
念
が
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が

高
い
。
こ
こ
か
ら
、
大
神
神
の
「
荒
魂
」
を
祭
る
狭
井
神
社
も
、
古
墳
時
代
祭
祀

の
歴
史
的
背
景
を
受
け
る
形
で
、
七
世
紀
末
以
降
に
は
狭
井
川
付
近
に
鎮
座
し
、

鎮
花
祭
を
執
り
行
う
官
社
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。『
出
雲
国
風
土
記
』
意
于

郡
条 

本
文
編
（『
風
土
記 

常
陸
国
・
出
雲
国
・
播
磨
国
・
豊
後
国
・
肥
前
国
』、

山
川
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
一
八
五
頁
か
ら
一
八
六
頁
を
参
照
。
本
書
の
訓
読

分
編
を
参
照
し
な
が
ら
返
り
点
を
付
し
た
。

	

　

佐
々
木
幹
雄
氏
は
、
狭
井
川
付
近
の
「
辰
五
郎
」
と
呼
ば
れ
る
地
点
か
ら
出
土

し
た
須
恵
器
を
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
前
半
頃
の
年
代
の
も
の
と
す
る
。
須
恵

器
の
み
で
あ
る
た
め
、
狭
井
川
周
辺
で
の
祭
祀
と
ど
う
結
び
つ
け
る
か
が
今
後
の

課
題
で
あ
ろ
う
。
佐
々
木
幹
雄
「
新
出
土
の
三
輪
山
須
恵
器
」（『
古
代
』

八
十
一
、一
九
八
六
年
）。

（
72
）	

笹
生
氏
註
67
ａ
ｂ
文
献
に
同
じ
。
筆
者
も
六
世
紀
代
の
中
で
大
神
氏
が
三
輪
山
祭

祀
を
担
う
奉
斎
氏
族
と
し
て
の
立
場
を
色
濃
く
し
た
と
考
え
る
。
拙
稿
「
大
神
氏

と
三
輪
山
祭
祀
の
関
係
性
に
関
す
る
一
試
論
」（『
神
道
宗
教
』
二
七
三
、

二
〇
二
四
年
）
八
十
六
頁
を
参
照
。

（
73
）	『
古
事
記
』
註
28
史
料
に
同
じ
。
七
十
二
頁
か
ら
七
十
三
頁
を
参
照
。

（
74
）	『
古
事
記
』
註
28
史
料
に
同
じ
。
六
十
一
頁
か
ら
六
十
二
頁
を
参
照
。


